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愛
宕
神
社
例
大
祭

愛
宕
神
社
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祭
�

愛
宕
神
社
例
大
祭

愛
宕
神
社
例
大
祭
�

「
ヤ
ー
レ
、ヤ
ー
レ
」「
ヨ
ー
イ
ス
、ヨ
イ
サ
ー
」。�

威
勢
の
い
い
掛
け
声
と
、太
鼓
や
笛
が
ま
つ
り

を
盛
り
上
げ
る
―
。�

　
晩
夏
を
告
げ
る
、
の
だ
観
光
ま
つ
り
は
8
月

24
日
か
ら
26
日
ま
で
の
3
日
間
、
城
内
地
区
を

中
心
に
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
残
暑
厳

し
い
今
年
の
夏
が
、
そ
の
ま
ま
祭
り
ま
で
続
き
、

炎
天
下
の
中
で
し
た
が
、
参
加
者
や
沿
道
の
観

客
た
ち
は
、
一
緒
に
な
っ
て
祭
り
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。
�

　
ま
つ
り
は
、
上
・
中
・
下
組
の
3
台
の
山
車

が
太
鼓
や
笛
、
音
頭
を
披
露
し
な
が
ら
練
り
歩

き
、
野
田
み
こ
し
会
の
若
者
や
各
地
区
の
子
ど

も
み
こ
し
会
な
ど
は
、
威
勢
の
い
い
掛
け
声
と

迫
力
あ
る
み
こ
し
の
取
り
回
し
を
披
露
し
、
火

照
っ
た
体
に
バ
ケ
ツ
の
水
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。
�

　
今
年
も
郷
土
芸
能
パ
レ
ー
ド
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
最
終
日
26
日
の
夜
に

は
、
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
過
ぎ
行
く
夏
と

祭
り
が
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
し
た
。
�

上組若連の今年の山車は「風流 里見八犬伝」。きれいな衣装とお化粧姿の�

金棒引きの子どもたちに沿道からは「可愛い」と声を掛けられていました�



㊧本番を待つ下組の金棒引きの子どもたち�

㊦下組の山車は「豪傑児雷也」�

音頭上げは中組、新山康弘さん�

㊤中組の山車は「加藤清�

正の虎退治｣�

㊨元気に行列を歩く中組�

の金棒引きの子どもたち�

㊧老若男女が踊った流し踊り�

㊦、㊨思い思いの衣装を着て踊った、懸賞大盆踊り�

大会。鬼太郎の面をかぶった踊り手が、子どもたち�

から大人気でした�

㊦、㊨元気な掛け声と躍動感あふれる子ども�

みこし�

㊧時には静かに背中で魅せる�
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対
象
に
な
る
人
は
？
�

　
75
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
が

誕
生
日
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す

（
一
定
以
上
の
障
害
が
あ
る
人

は
65
歳
以
上
）。�

　
現
在
、
加
入
中
の
国
民
健
康

保
険
や
健
康
保
険
組
合
な
ど
か

ら
脱
退
し
、
新
た
に
後
期
高
齢

者
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。�

　
保
険
証
は
、
新
た
に
一
人
に

一
枚
交
付
さ
れ
、
こ
の
一
枚
で

医
療
機
関
な
ど
を
受
診
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。�

�保
険
料
は
？
�

　
岩
手
県
の
医
療
広
域
連
合
が

計
算
し
て
決
め
た
額
（
保
険
料

率
は
本
年
11
月
頃
決
定
す
る
予

定
）を
全
員
が
納
め
ま
す
。今
ま

で
健
康
保
険
組
合
な
ど
の
加
入

者
の
扶
養
者
も
、
新
た
な
制
度

で
は
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。�

　
原
則
と
し
て
、
年
金
か
ら
天

引
き
さ
れ
ま
す
。た
だ
し
、年
金

額
が
年
額
18
万
円
未
満
の
人
、

介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
を
合
わ
せ
た
額
が
年

金
額
の
2
分
の
1
を
超
え
る
人

は
、
金
融
機
関
の
窓
口
や
口
座

振
替
な
ど
で
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。�

�医
療
費
給
付
は
？
�

　
現
在
の「
老
人
保
健
制
度
」と

変
わ
り
ま
せ
ん
。
医
療
費
の
自

己
負
担
は
原
則
1
割
（
現
役
並

所
得
者
は
3
割
）
負
担
す
る
点

も
変
わ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、生
活

療
養
費
な
ど
の
給
付
に
つ
い
て

も
変
わ
ら
ず
受
け
ら
れ
ま
す
。�

　
ま
た
、新
た
な
制
度
と
し
て
、

同
じ
世
帯
で
医
療
費
の
自
己
負

担
額
と
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

自
己
負
担
が
あ
る
場
合
、
両
方

を
合
わ
せ
て
一
定
の
金
額
を
超

え
る
と
給
付
さ
れ
る
「
高
額
医

療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
」が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。�

�医
療
広
域
連
合
と
は
？
�

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
事
務
を

行
う
た
め
に
作
ら
れ
た
特
別
地

方
公
共
団
体
で
す
。
県
で
も
平

成
19
年
2
月
1
日
に
、
県
内
全

市
町
村
が
加
入
し
「
岩
手
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
保
険
料
の

決
定
・
医
療
費
の
給
付
な
ど
を

行
い
ま
す
。�

�村（
役
場
）の
役
割
は
？
�

　
保
険
料
の
徴
収
や
各
種
届
出

の
受
付
、
保
険
証
の
引
き
渡
し

な
ど
の
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。�

�【
問
い
合
わ
せ
先
】
岩
手
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
�

務
局
☎
０
１
９
―
６
０
６
―
７

５
０
０
、
役
場
住
民
福
祉
課
☎

78
―
２
９
２
８
ま
で
�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す
�

　現在の「老人保健制度」は廃止され、平成20年４月１日から
新しい「後期高齢者医療制度」が始まります。現在、老人医
療費は国民医療費の約３分の１を占めていて、高齢化が進む
につれ今後も増えることが予想されています。現役世代と高
齢者世代の負担を明確にし、公平で分かりやすい制度にする
ため独立した医療制度が行われます。�

老
人
保
健
制
度
が
改
正

老
人
保
健
制
度
が
改
正
�

老
人
保
健
制
度
が
改
正
�

平成20年�
4月1日か

ら�

平成20年�
4月1日か

ら�
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後期高齢者医療制度の運営の仕組み�

【月ごとの負担の上限額】� 【年ごとの負担の上限額】�

医療機関に入院された�
方について�

　主に、長期にわたって入院療

養を必要とする場合は、右の表

の食費及び居住費の標準負担額

を負担していただき、それ以外

の入院の場合は、食費のみを負

担していただきます。�

　これらは、現行の老人保健制

度と同じです。� 【注】保険医療機関、入院日数などの違いにより食費が異なる場合が�
　　　あります�

食費・居住費の標準負担額�

② 村民税非課税の世帯に属す�
　 る人（③、④以外）�

③ ②のうち、年金受給額80万�
　 円以下等の人（④以外）�

区　　　　　分�

① 一　　　　般�

④ ②のうち、老齢福祉年金を�
　 受給している人�

(食　費)　１食につき 460円�
(居住費)　１日につき 320円�

(食　費)　１食につき 100円�
(居住費)　１日につき　 0円�

負　　　担　　　額�

(食　費)　１食につき 210円�
(居住費)　１日につき 320円�

(食　費)　１食につき 130円�
(居住費)　１日につき 320円�

※１ 実際にかかった医療費が267,000円を超えた場合、超えた額の１％を追加負担�
※２ 多数該当（過去12カ月に３回以上、高額医療費の支給を受け４回目の支給に該当）の場合�

19 万円�

31 万円�

高額医療・高額介護合算�
制度における自己負担限度額�

56 万円�

67 万円�
① 現役並み所得者�
 （課税所得145万円以上)

② 一　　　　　般�

③ 村民税非課税の世帯に�
　 属する人（④以外）�

12,000 円�

8,000 円�

44,400 円�

外来（個人ごと）�

④ ③のうち、年金受領額�
　 80万円以下等の人�

24,600 円�

80,100円＋１％�
(44,400 円)

44,400 円�

15,000 円�

自己負担限度額�

【運営主体：全市町村が加入する医療広域連合】�

患

者

負

担
�

  公　　　　　費（約５割）�

〔国：県：市町村＝４：１：１〕�

高齢者の保険料�

１割�

後期高齢者支援金（若年者の保険料)�

約４割�

被保険者�

（75歳以上）�

各医療保険（健保、国保等）の被保険者�

（０～74歳）�

〈一括納付〉� 〈交付〉�

医療保険者�

健保組合、国保など�

社会保険診療�

報酬支払基金�

保険料�

年金から�
天　引　き�

口座振替・�
銀行振込等�

後期高齢者の�
心身の特性に�
応じた医療サ�
ービス　　　�

※1※1

※2



小田村長から感謝状の伝達を受ける野田工業㈱（左）と大成ロテック㈱�

左から米田さん、廣内さん、小野寺さん�

県
知
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
小
田
�

村
長
に
手
渡
す
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
�

隊
の
古
内
保
之
県
保
健
福
祉
部
�

保
健
福
祉
企
画
室
長
�

子
供
た
ち
の
図
書
購
入
と
、�

　
赤
十
字
活
動
に
役
立
て
て
�

話題�むら
の

TOPICS
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会
費
の
一
部
を
寄
付
�

　
昭
和
37
年
度
の
野
田
中
学
校

卒
業
生
の
代
表
が
3
日
、
役
場

応
接
室
を
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち

の
図
書
購
入
に
役
立
て
て
ほ
し

い
と
、
村
へ
六
万
円
を
寄
付
し

ま
し
た
。�

　
役
場
を
訪
れ
た
の
は
、
小
野

寺
清
一
郎
さ
ん
（
横
町
）
、
廣
内

け
い
子
さ
ん
（
旭
町
）
、
米
田
徳

一
郎
さ
ん（
上
泉
沢
）の
３
人
で
、

寄
付
金
は
8
月
17
日
、

還
暦
の
お
祝
い
を
し

た
際
に
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
と
、
会

費
の
一
部
を
充
て
た

も
の
で
す
。
小
田
祐

士
村
長
は
「
趣
旨
に

沿
っ
て
大
事
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。�

　
当
時
の
野
田
中
学

校
の
生
徒
数
は
、
玉

川
鉱
山
が
全
盛
期
の

こ
ろ
で
も
あ
り
、
同

級
生
が
１
８
２
人
、

全
校
生
徒
で
５
０
０
人
を
超
え

て
い
た
そ
う
で
す
。�

�ご
厚
意
に
感
謝
、�

19
年
度
日
赤
社
資
の
実
績
�

　
5
月
か
ら
6
月
に
か
け
行
政

連
絡
員
を
通
じ
て
一
般
世
帯
、

一
口
５
０
０
円
か
ら
の
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
社
資
は
、
合
計

１
３
９
６
口
、69
万
8
千
円
、法

人
社
資
、
一
口
千
円
以
上
は
35

社
、9
万
2
千
円
で
し
た
。�

　
寄
せ
ら
れ
た
社
資
は
、
災
害

救
護
活
動
な
ど
の
赤
十
字
活
動

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。�

　
ま
た
、
日
本
赤
十
字
社
岩
手

県
支
部（
支
部
長
・
達
増
拓
也
岩

手
県
知
事
）は
、こ
れ
ま
で
に
多

額
の
社
資
を
寄
せ
た
村
内
の
法

人
五
社
に
感
謝
状
や
特
別
社
員

章
を
贈
る
こ
と
と
し
、
小
田
村

長
が
8
月
3
日
、
事
業
所
を
訪

れ
伝
達
し
ま
し
た
。�

　
自
殺
防
止
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

は
8
月
23
日
、
役
場
応
接
室
を

訪
れ
「
自
殺
を
防
ぐ
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と

県
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

伝
え
ま
し
た
。�

　
全
国
で
2
番
目
に
自
殺
死
亡

率
が
高
い
本
県
の
現
状
や
、
取

り
組
み
な
ど
の
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、小
田
村
長
は「
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
な
ど
か
ら
自
殺
死
亡
者

は
あ
る
。
心
の
健
康
づ
く
り
な

ど
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。�

昭
和
37
年
度
卒
業
生
が
寄
付
。日
本
赤
十
字
社
へ
の
社
資
�

　久慈工業高校（藤嶋博校長）で８月31日、地域の食材

を利用した郷土料理教室を開きました。�

　建築科２年の生徒38人が参加し、村食生活改善推進

協議会（中野とも会長）のメンバーから指導を受けて、

生徒たちは悪戦苦闘しながらも自分たちの味を作り出

していました。�

アドバイスを受け料理を作る生徒たち�

久慈工生が郷土料理に挑戦！�

理
解
と
協
力
を
呼
び
か
け
�



白寿の大沢幸藏さん�

米寿の門間清次郎さん� アトラクションアトラクションに拍手を送る参加者たちに拍手を送る参加者たち�

白寿の大沢幸藏さん�

米寿の門間清次郎さん� アトラクションに拍手を送る参加者たち�

担ぎ手の交代要員の確保が課題�

「頭の方はやっぱり重いなぁ」�「頭の方はやっぱり重いなぁ」� 簡易担架の作り方の講習も行いました�簡易担架の作り方の講習も行いました�

災
害
へ
の
備
え
を
再
確
認
�

津
波
避
難
訓
練
を
実
施
５
０
１
人
が
避
難
�

若
手
も
増
え
て
に
ぎ
や
か
に
�

長
寿
を
祝
い
村
敬
老
会
開
催
�
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地
震
津
波
避
難
訓
練
は
2
日

の
早
朝
に
行
わ
れ
、
地
震
や
津

波
な
ど
の
災
害
の
際
に
、
円
滑

な
応
急
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
、

災
害
へ
の
備
え
を
再
確
認
し
ま

し
た
。�

　
訓
練
は
、
同
日
午
前
6
時
に

震
度
5
強
の
地
震
が
発
生
し
、

大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
―

こ
と
を
想
定
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。�

　
け
た
た
ま
し
い
サ
イ
レ
ン
と

と
も
に
、
各
分
団
の
消
防
車
や

ポ
ン
プ
車
、
消
防
団
員
や
婦
人

消
防
協
力
隊
な
ど
、
関
係
機
関

の
職
員
が
素
早
く
出
動
し
、
水

門
を
閉
め
避
難
住
民
の
誘
導
な

ど
、
本
番
さ
な
が
ら
に
取
り
組

み
ま
し
た
。�

　
訓
練
に
は
５
０
１
人
の
住
民

が
参
加
し
、
昨
年
の
４
９
５
人

を
わ
ず
か
な
が
ら
上
回
り
ま
し

た
。�

　
ま
た
、初
の
試
み
と
し
て
、角

材
と
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
で
作
っ
た

簡
易
担
架
で
、
お
し
か
わ
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
前
か
ら
、
愛
宕
参

道
広
場
ま
で
、
要
援
護
者
を
運

ぶ
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
担

架
の
担
ぎ
手
を
務
め
た
旭
町
の

大
沢
勝
政
さ
ん
（
57
）
は
「
何
人

か
で
交
代
で
運
ん
で
き
た
が
大

変
だ
っ
た
。も
し
も
の
時
は
、何

人
が
対
応
で
き
る
の
か
、
交
代

要
員
や
補
助
員
の
確
保
が
必
要
」

と
実
感
し
て
い
ま
し
た
。�

　
村
敬
老
会
は
8
日
、
村
体
育

館
で
開
か
れ
、
お
年
寄
り
た
ち

は
保
育
園
児
の
ダ
ン
ス
や
よ
さ

こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、
な
も
み
太
鼓

な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽

し
み
ま
し
た
。�

　
敬
老
会
に
は
、
本
年
度
中
に

75
歳
以
上
と
な
る
７
３
３
人
の

対
象
者
の
う
ち
約
２
７
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
白
寿
の
大
沢

幸
藏
さ
ん（
上
新
山
）と
米
寿
の

門
間
清
次
郎
さ
ん（
上
新
山
）が

代
表
し
て
、
小
田
村
長
か
ら
記

念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。�

　
参
加
者
を
代
表
し
て
、
大
葛

の
下
向
忠
さ
ん
が
「
一
見
豊
か

に
見
え
る
現
代
で
す
が
、
心
の

貧
し
さ
や
家
族
・
地
域
の
つ
な

が
り
の
希
薄
さ
が
取
り
ざ
た
さ

れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
経
験

が
、
そ
の
解
決
に
少
し
で
も
役

立
て
ら
れ
れ
ば
と
考
え
ま
す
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。�



「こうやって、うす～く伸ばしていくんだよ」�

ジ
ェ
マ
・
ク
ラ
ー
ク
で
す
。
見
か
け
た
ら
�

気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
�

忘れられない夏の思い出！うどん作りと陶芸を体験�

平成19(2007)年9月号　No.414　広報のだ�8

生�涯�学�習�コ�ー�ナ�ー�

外国語指導助手ジェマ・クラークさんが着任�

　のだ３“あい”プロジェクトの「GO！GO！キャ

ンプ!!!」は８月９、10日、玉川野営場などで、６人

の中学生リーダーと15人の小学生が参加して行わ

れました。�

　庵日形井では、うどん作り体験をした子どもたち。

太さが揃っていないのもありましたが、「こしがあ

っておいしい」とおなかいっぱいに食べていました。

その後は、のだ窯の泉田之也さんを講師に陶芸体験

をし、器や動物など世界で一つの焼き物を作りました。�

　キャンプでは、夕食や朝食作りの火おこしが大変

でしたが、みんなで仕事を分担して、出来上がった

ご飯をおいしく食べました。参加した子どもたちか

らは、「みんなで朝食を作ったり、テントで寝たり、

楽しかった」と感想を話してくれました。�

ようこそ�
　　野田村へ！�

　８月６日、前任のジェマ・クレーヴェンさん
の後任外国語指導助手として、ニュージーラン
ドからジェマ・クラークさんが着任しました。�
　これからは、村内の小中学校や保育所など皆
さんのところへ出掛け、英語の指導や行事に参
加することになります。�
　海が大好きというジェマ先生に、野田村につ
いて質問をしてみました。�
�
�

Ｑ　野田村の第一印象は？�

　野田は美しいところです。皆さんとても親切で、

いつも笑顔で声を掛けてくれます。私は、海で泳ぐ

ことと、美しい景色を眺めながら散歩することが大

好きなので、野田村での生活を楽しんでいます！�

�

Ｑ　日本は初めてですか？また、日本以外に行った�

　ことのある国はどこですか？�

　海外旅行が趣味なので、スノーボードをしにカナ

ダや、姉とアフリカに行ったりしました。これまで

に、タイ、シンガポール、マレーシア、オーストラ

リア、ラロトンガ島に行きました。日本に来るのも

楽しみにしていました。�

�

Ｑ　日本に来る前は何をしていましたか？�

　オークランド大学で、経済学を勉強していました。

大学卒業後は、1年間日本語の勉強をしました。�

　日本に来る前は、イタリアンレストランなどで働

いていました。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

Ｑ　日本で挑戦したいことは？�

　10月に岩手山に登る予定です！日本語を勉強して、

日本人の友人を作りたいです。そして、のだ観光ま

つりが素晴らしかったので、日本のお祭りにも興味

があります。冬のスノーボードも楽しみにしています。�

�

Ｑ　将来の夢は？�

　日本語を覚えて、日本と取り引きをしているニュ

ージーランドの会社か、日本のニュージーランド大

使館で働きたいと思っています。�

�

Ｑ　野田村の子どもたちに一言�

　Hello!みんなと仲良くなるのを楽しみにしていま

す。一緒に楽しく英語の勉強をしましょう。いつで

も声を掛けてくださいね！そして、私にも日本語を

教えてください。�
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�
■新刊情報�

「地球の秘密」坪田愛華�
�
「地球上のすべてのいのちは一つ。�

　　　　　　　　　すべてが支えあっている。」�

　作者は島根県の小学校６年生の坪田愛華さん。愛

華さんは、環境問題について担任の先生から与えら

れた課題を、得意な漫画で表現しました。�

　２カ月がかりで描き上げたその数時間後の1991

年12月26日未明、突然、愛華さんは脳内出血で倒れ、

翌日その短い生涯を閉じました。�

　愛華さんの遺作となった「地球の秘密」はご両親

が本にして、同級生や先生に配りました。読む人に

感動を与え、現在、世界中に拡がり続けています。�

　地球の歴史、自然界のしくみ、今地球で何が起き

ているのか、私達に何ができるのかが漫画で分かり

やすく解説されていて、環境問題入門書として最適

です。ぜひ手に取り、愛華さんの熱いメッセージを

感じてください。�

　あなたはこの絵本から、何を感じることができる

でしょうか。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
■10月の『おはなし会』�
　図書館ボランティアグループ「あっぷっぷ」によ

る読み聞かせの会です。�

　読み聞かせ以外にも手遊び、歌遊びや折り紙遊び

などもあります。大人も楽しめますので、お子さん

とご一緒に、ぜひお越しください。�
【日時】10月13日(土) 10：30～11：00�

【場所】村生涯学習センター　研修作法室�

【問い合わせ先】村立図書館 ☎78－2938

図書館だより�

生�涯�学�習�コ�ー�ナ�ー�

豪
快
に
シ
ョ
ッ
ト
を
打
つ
小
学
生
�

基
本
の
指
導
を
受
け
て
、
上
手
に
泳
げ
る
�

よ
う
に
な
り
ま
し
た
�

　小学生を対象とした水泳教室は８月６日から８日

までの３日間、村民プールで開かれました。�

　教室には、小学校３年生以上の児童、延べ50人

が参加し、水泳の基礎を学びました。�

　バタ足の基本的な動き、腕の回し方、息継ぎのタ

イミングなど、基本となる動き方の指導を受けて、

正しいフォームで泳げるようになりました。�

　最終日には、ほとんどの児童が受講前の記録を更

新しました。�

「
地
球
の
秘
密
」愛
華
さ
ん
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
�

を
感
じ
て
く
だ
さ
い
�

�

小学生水泳教室を開催�
正しいフォームで泳げるようになりました�

　９月２日山村広場で、世代間交流グラウンドゴル

フ大会が開かれました。�

　時折小雨が降るあいにくのグラウンド状態でした

が、小学生から80歳までの幅広い年代の13チーム、

延べ98人が参加し、世代を超えて交流を図りました。�

　団体の部は、米田南浜Ｂチームが初優勝を飾り、

個人では、泉沢中平Ａチームの辻鼻均さんが優勝し

ました。グラウンドの状態が悪い中でも、９人がホ

ールインワンを決めました。�

グラウンドゴルフ大会を開催�
世代を超えて子どもからお年寄りまで交流�



農業委員会だより�10

農
地
転
用
と
は
�

　
農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
に

使
用
す
る
た
め
に
現
況
を
変
え

る
こ
と
で
す
。�

　
例
え
ば
、
農
地
に
盛
土
な
ど

し
て
住
宅
を
建
築
し
た
り
、
駐

車
場
と
し
て
の
利
用
や
植
林
す

る
場
合
な
ど
で
す
。�

　
ま
た
、
資
材
置
場
や
土
砂
置

場
等
に
一
定
期
間
（
三
年
以
内

に
元
に
戻
す
）
利
用
す
る
場
合

で
も
、
農
地
転
用
許
可
が
必
要

で
す
。
転
用
が
必
要
と
な
る
の

は
、不
耕
作
地
で
あ
っ
て
も
、登

記
簿
の
地
目
が
農
地
以
外
で
あ

っ
て
も
、
現
況
が
田
畑
及
び
採

草
地
で
あ
れ
ば
農
地
と
み
な
さ

れ
ま
す
。�

　
な
お
、
無
断
で
転
用
し
た
場

合
は
、
農
地
法
に
よ
る
罰
則
規

定
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

問
い
合
わ
せ
を
お
薦
め
し
ま
す
。�

�農
用
地
区
域
の
確
認
を
�

　
農
用
地
区
域
と
は
、
農
業
振

興
地
域
内
で
も
特
に
農
業
上
の

利
用
に
供
さ
れ
る
べ
き
土
地
の

こ
と
で
、
地
番
ご
と
に
指
定
し

て
い
ま
す
。�

　
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て

い
る
農
地
は
原
則
的
に
転
用
が

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
申
請

す
る
農
地
が
農
用
地
区
域
に
含

ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
事
前

に
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。�

　
自
分
の
農
地
に
つ
い
て
確
認

す
る
場
合
や
農
用
地
区
域
に
つ
�

　農業委員会では、毎年「農地パトロール強化月間」を

設定し、農業委員が無断転用や耕作放棄地の防止に努め

ています。�

　平成19年度は、８月から11月まで４カ月間を強化月

間とし、期間中、農業委員全員でのパトロールを２回実

施する予定です。その１回目を８月28日に実施し、長

地地区の耕作放棄地を確認したほか、水稲の出穂状況等

についても確認しました。�

　パトロールには、北田俊光いわてくじ農協南部営農経

済センター考査役にも同行してもらい、農地としての適

否、さらには営農指導をアドバイスいただきながら、耕

作放棄地の解消対策等を中心に農地流動化の可能性つい

て調査しました。�

　今後も、農地パトロールを実施し、適切な指導を行い

ます。�

しゅん　こう�

農
地
転
用
に
は
、許
可
が
必
要
で
す
�

地の無断転用�

無断転用、耕作放棄地の防止！�

地の無断転用� 　
農
地
は
、
昔
か
ら
人
々
が
培
っ
て
き
た
「
貴
重
な
財
産
」
で
す
。
こ

の
農
地
が
無
秩
序
に
農
地
以
外
の
も
の
に
な
れ
ば
周
辺
の
環
境
や
農
業

振
興
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
�

　
そ
こ
で
農
地
法
で
は
、
農
地
を
守
る
た
め
、
農
地
な
ど
の
転
用
に
つ

い
て
は
知
事
又
は
農
林
水
産
大
臣
の
許
可
を
得
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

厳
し
い
罰
則
規
定
ま
で
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
�

農業委員会だより�
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転用事務処理の流れ� 農地転用の種類について�

　農地転用の標準処理期間は、申請

受付後、許可書の交付まで６週間以

内です。�

�

■受 付 期 間　　毎月10日�

　（休日の場合、前日の開庁日)�

■現 地 調 査　　毎月18日ごろ�

■総　　　会　　毎月25日ごろ�

■許可書交付　　翌月20日ごろ�

�

【問い合わせ先】�

　野田村農業委員会事務局�

　　　　　　　　　　　☎78-2934
※農地転用許可権者は、どちらの申請の場合でも都道府県�
　知事となります。また、転用面積が４haを超える場合は、�
　農林水産大臣の許可が必要です。�

い
て
の
ご
相
談
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
役
場
産
業
振
興
課
へ
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。�

�売
買
･
賃
借
に
も
許
可
が
必
要
�

　
一
般
に
土
地
を
買
っ
た
り
、

借
り
た
り
す
る
場
合
に
は
、
売

主（
貸
主
）が
売
買（
貸
借
）契
約

を
締
結
し
、
買
主
が
そ
の
代
金

を
支
払
っ
て
土
地
の
所
有
権（
賃

貸
権
等
）
を
取
得
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。�

　
し
か
し
、
耕
作
目
的
で
農
地

を
売
買
・
賃
貸
す
る
場
合
に
お

い
て
は
、
農
地
法
第
三
条
に
よ

り
農
業
委
員
会
の
許
可
を
受
け
�

る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
許
可
を

受
け
な
い
で
行
っ
た
売
買
（
賃

借
）
は
効
力
が
生
じ
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。（
農
地
法
第
三
条

第
四
項
）�

　
従
っ
て
、
農
地
に
つ
い
て
売

買
（
賃
貸
）
契
約
を
締
結
し
、
対

価
を
支
払
っ
た
と
し
て
も
、
農

地
法
に
よ
る
許
可
が
受
け
ら
れ

な
い
と
所
有
権（
賃
借
権
等
）は

取
得
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
契
約

す
る
と
き
は
こ
の
こ
と
を
十
分

理
解
し
た
う
え
で
行
う
こ
と
が

必
要
で
す
。�

　
ま
た
、
田
か
ら
畑
へ
農
地
の

利
用
の
形
を
変
え
る
場
合
な
ど

も
現
況
把
握
や
転
用
有
無
の
判

断
の
た
め
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
農
業
委
員
会
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。�

�許
可
を
受
け
な
い
と
�

　
農
地
を
転
用
し
た
り
、
転
用

の
た
め
に
農
地
を
売
買
等
す
る

と
き
は
、
原
則
と
し
て
農
地
転

用
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。ま
た
、許
可
後
に
お
い

て
転
用
目
的
を
変
更
す
る
場
合

に
は
、
事
業
計
画
の
変
更
な
ど

の
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。�

　
こ
の
許
可
を
受
け
な
い
で
無

断
で
農
地
を
転
用
し
た
場
合
や
、

転
用
許
可
さ
れ
た
事
業
計
画
ど

お
り
に
転
用
し
て
い
な
い
場
合

な
ど
に
は
、
農
地
法
に
違
反
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
工

事
の
中
止
や
原
状
回
復
な
ど
の

命
令
が
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。（
農
地
法
第
八
十
三
条
の

二
）ま
た
、三
年
以
下
の
懲
役
や

３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
と
い

う
罰
則
の
適
用
も
あ
り
ま
す
。

（
農
地
法
第
九
十
二
条
）�

自分名義の農地�

を転用する場合�

で、申請者は農�

地所有者本人と�

なります。�

他人の土地を売買�

または、賃借によ�

り転用する場合で、�

申請者は土地所有�

者と転用事業者の�

両者となります。�

なくそう!  農�なくそう!  農�

４条申請� ５条申請�



　村青年会（小野寺修一会長）が行っている資源ご

みの回収ステーションには、新聞紙や雑誌、廃食油

が24時間いつでも持ち込むことができます。�

　昨年２月からの取り組みで、32㌧の資源ごみが

回収され、これらの引き取り料も約12万円となっ

ています。最近は利用者が増える中で、回収できな

い物まで持ち込む人も増えて困っています。�

　資源ごみの出し方は次のとおりですので、マナー

を守ってご利用ください。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

①ひもなどで縛らずに、そのまま車に積んできます�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

②車から降ろしたら、そのまま吊るしてある袋の中へ�

③新聞紙を縛って出すと、ひもがごみになりますの�

　で、縛らないでください�

④段ボールは回収しません�

�

�

�

�

�

�

�

�

【問い合わせ先】役場住民福祉課 ☎78-2927
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北海道様似町●●99�
友好町村だより�

アポイの樹風呼ぶまち�
こ　かぜ�

�　
町
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
「
様

似
の
貝
た
ち
」
と
題
し
た
様
似
郷
土

館
特
別
展
が
、
8
月
25
日
か
ら
9
月

9
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
特
別
展
は
、
町
内
在
住
の
中
津
弘

さ
ん
が
30
年
以
上
に
わ
た
っ
て
集
め

て
き
た
、
マ
ツ
ブ
や
シ
ロ
ガ
イ
な
ど

様
似
の
海
岸
で
よ
く
目
に
す
る
貝
や

化
石
な
ど
約
1
0
0
種
が
中
央
公
民

館
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
21
に
展
示
さ
れ
、

開
催
期
間
中
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん

の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。�

　
同
じ
種
類
の
貝
を
何
十
点
も
展
示

す
る
こ
と
で
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
形
が
�

�

違
う
こ
と
が
分
り
、
貝
が
も
つ
造
形

美
の
魅
力
を
存
分
に
堪
能
す
る
こ
と

が
で
き
る
展
示
会
で
し
た
。�

　
今
回
の
展
示
に
際
し
て
は
、
帯
広

百
年
記
念
館
職
員
の
小
林
真
樹
さ
ん

に
貝
の
分
類
な
ど
を
協
力
し
て
い
た

だ
き
、
9
月
1
日
に
は
小
林
さ
ん
に

よ
る
様
似
の
貝
を
含
む
北
の
海
に
生

息
す
る
貝
類
の
生
態
系
な
ど
の
調
査

報
告
と
、
北
海
道
教
育
大
学
の
鈴
木

明
彦
教
授
に
よ
る
「
貝
化
石
が
語
る

北
海
道
の
海
」
に
つ
い
て
の
記
念
講

演
も
併
せ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

様
似
郷
土
館
特
別
展
�

「
様
似
の
貝
た
ち
」開
催
�

むらから

右から３人目が中津　弘さん�

ごみの減量化へ　―⑤�

「ごみ」真剣に減量化を考えよう！�

おかげさまで、たくさんの方々からご利

用いただいています。引き取り料金は、

青年会の活動資金となっていて、会の活

性化に役立っています。どんどん利用し

ていただき、資源ごみの有効なリサイク

ルに、ご協力をお願いします。�

｢ごみのリサイクルに協力を｣�
村青年会副会長  八幡　重光さん�

①�

②�③�

④�

袋に入れてきた時は、袋から出して�
持ち帰ってください�
袋に入れてきた時は、袋から出して�
持ち帰ってください�
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10月15日～21日�
　総務省が委嘱している行政相談員が国や県、村が

行っている仕事について、日ごろ感じている不満や

要望など相談に応じます。�

　村では、次の日程で特設相談を行いますので、お

気軽にご相談ください。相談は無料で、秘密は守ら

れます。�

【日　時】10月15日（月）13：30～16：30�

【場　所】村生涯学習センター�

【相談員】福士　徹　☎78-2452�
　※上記以外の日でも随時ご相談に応じます。�

�

�

�

　障害者の社会参加や、相互の交流をステージ発表

などを通じて進め、心のバリアフリー化を図ること

を目的に「結いっこフェスタ」が開催されます。�

　入場は無料です。�

【日時】10月28日（日）13：30～（開場12：00)�

【場所】久慈市文化会館(アンバーホール)�

【内容】ステージ発表や絵画などの展示�

【問い合わせ先】役場住民福祉課 ☎78-2927

〜
テ
ー
マ「
長
月
」〜
�

誤
字
脱
字
ゆ
る
さ
れ
ず
し
て
「
親
展
書
」
�

　
　
　
終
え
て
呑
む
酒
は
ら
わ
た
に
沁
む
　
　
　
　
　
岩
岡
　
野
雲
�

夕
陽
い
ま
沈
ま
ん
と
し
て
山
並
み
を
�

　
　
　
茜
に
そ
め
ゆ
短
日
の
彩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
村
　
夢
路
�

人
住
ま
ぬ
峡
の
古
家
の
畑
に
し
て
�

　
　
　
古
木
の
栗
は
主
の
風
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
�

日
盛
り
を
逃
が
れ
踏
み
入
る
杉
木
立
�

　
　
　
深
閑
と
し
た
間
に
身
を
漂
わ
せ
　
　
　
　
　
　
福
盛
田
信
子
�

木
洩
れ
日
の
温
も
り
知
ら
ず
森
深
く
�

　
　
　
露
に
そ
ぼ
濡
れ
岩
た
ば
こ
二
輪
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
�

月
を
背
に
ひ
た
ひ
た
走
る
一
人
坂
�

　
　
　
山
道
出
で
て
稲
穂
の
匂
い
来
　
　
　
　
　
　
　
古
山
　
静
香
�

�語
り
部
の
声
静
か
な
る
夏
座
敷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
勲
�

語
り
継
ぐ
民
話
の
里
の
蝉
時
雨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
�

う
か
ら
等
と
懇
ろ
に
刈
る
盆
の
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
�

終
戦
日
父
の
倍
ほ
ど
生
き
て
来
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
�

晩
秋
の
夕
や
け
雲
に
し
の
ぶ
故
里
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
沢
ト
シ
エ
�

い
つ
ま
で
か
つ
づ
く
工
事
の
彼
岸
入
り
　
　
　
　
　
　
小
野
　
　
満
�

夏
ゆ
き
て
大
唐
の
倉
一
息
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
　
好
美
�

街
道
を
分
け
て
す
す
き
野
ゆ
ら
ぎ
け
り
　
　
　
　
　
　
田
　
　
恵
子
�

踊
り
来
て
扇
子
と
団
扇
未
だ
足
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
古
山
　
静
香
�

�歌
詠
ま
ん
お
そ
う
眠
気
に
四
苦
八
苦
　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
　
満
�

起
床
て
先
ず
愛
犬
と
交
わ
す
独
り
言
　
　
　
　
　
　
　
小
林
セ
ツ
子
�

�夏
休
み
楽
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
　
　
　
　
　
　
　
外
舘
　
奈
々
�

夏
休
み
さ
ん
て
つ
の
っ
て
楽
し
そ
う
　
　
　
　
　
　
　
中
野
　
あ
海
�

夏
休
み
プ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
お
よ
い
だ
よ
　
　
　
　
　
　
中
村
よ
し
の
�

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
皿
の
は
じ
に
森
つ
く
る
　
　
　
　
　
　
向
川
戸
あ
か
り
�

む
ら
の
文
芸
�

む
ら
の
文
芸
�

短　　歌�俳　　句�川柳�図書館投句箱より�

ま
�

く
　

に
�

ペ
ッ
ト
�

お
　

き
�

むらから

秋 の 行 政 相 談 週 間�

結いっこフェスタを開催�



秋の彼岸�秋の彼岸�

久慈地区森川海連携�
　フォーラムの開催(参加無料)
久慈地区森川海連携�
　フォーラムの開催(参加無料)

「
お
ー
っ
と
、中
身
が
出
て
き
た
！
」�

（
8
/
31
　久
慈
工
）�

【日時】９月29日（土）13：30～15：30�

【場所】久慈地区合同庁舎�

【問い合わせ先】久慈地方振興局保健

福祉環境部☎53-4987

上手にできました（8/31 久慈工）�

外国人雇用の届出が義務化！�地域タウンミーティング開催�

就職で悩んでいる若者へ�

�

�

　10月１日より、外国人雇用状況

の届け出が義務化されます。�

　事業主の方は、外国人労働者の雇

い入れまたは、離職の際に、氏名、

在留資格、在留期限などについて確

認し、ハローワークへ届けることが

義務付けられました。�

　また、10月１日時点で既に雇用

されている外国人労働者についても

届け出の対象となります。�

【問い合わせ先】ハローワーク久慈

☎53-3374�
�

�

�

　建設現場で働く人々のために、国

が作った退職金制度です。�

・加入できる事業主：建設業を営む人�

・対象者：建設業の現場で働く人�

・掛金：日額310円�

　国の制度で、安全確実で申し込み

も簡単です。事業主が変わっても退職

金は企業間を通算して計算されます。�

【問い合わせ先】建退共岩手支部☎
019-622-4536

�

�

　県では、誰もが安心して生活でき

る地域づくりをするため、地域福祉

支援計画を策定します。�

　地域の福祉課題や協働の生活支援

などについて、地域住民や福祉関係

者、行政など意見交換を行うタウン

ミーティングを行います。�

【日時】10月22日（月）13：00～�

【場所】久慈市総合福祉センター�

【内容】福祉活動事例発表など�

【問い合わせ先】役場住民福祉課☎
78-2927�
�

�

�

　就職に関して悩んでいる若者を�

対象に、いわて若者サポートステー

ションでは、出前相談会を開催しま

す。�

【日時】11月17日（土）13：00～16：30�

【場所】久慈市立中央公民館�

【内容】講演「臨床心理士から見た若

年無業者と家庭での対応について」、

臨床心理士によるカウンセリングと、

相談員による個別相談（参加・相談

料は無料)�

【対象】就職に関して悩んでいる15

歳からおおむね35歳の若者とその

保護者など�

【問い合わせ先】いわて若者サポー

トステーション☎019-653-4210

知っていますか？建退共制度�

広報クイズ�広報クイズ�広報クイズ�

お�知�ら�せ�

あ
な
た
に
も
�

　
き
っ
と
当
た
る
！
�

・イラスト�

・聞きたいこと�

・耳寄りな話�

　　　　　　など�

　何でもＯＫ！�

028－8201

野
田
村
大
字
野
田
�

　
　
　
　
　
20
―
14
�

住
所（
地
区
）・
氏
名
・
年
齢
�

広
報
の
だ
　行
�

か� た�ん�ん� 択�3

〒028-8201�
九戸郡野田村大字野田20-25-5�

ＴＥＬ0194-78-2538�
　　　ＦＡＸ 0194-78-4126
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九戸郡野田村大字野田28-12-7�
TEL 0194－78－2475

　次の問題の正しい答えをはがきに書い

てお送りください。�

　今年も大盛況だった、のだ観光まつり

の懸賞大盆踊り大会。この中で、あるキ

ャラクターのお面をかぶって踊っていた

人がいました。さて、この人は、何のキ

ャラクターのお面をかぶっていたでしょ

うか？次の３つの中から選んでください。�

１．鬼太郎�

２．志垣太郎�

３．桃太郎�
�

【応募方法】�

　はがきにクイズの答えと住所・地区名、

氏名、年齢を明記してお送りください。

正解者の中から抽選で５人に「のだ塩ソ

フト」をプレゼントします。応募は一人

１通。当選者発表とイラスト、声の欄の

氏名掲載はなるべく本名とします。�

�

�

�

�

�
�

【締め切り】�

　平成19年10月１日(月)（当日消印有効）�

　広報や村に対する質問、身近な話題な

どお寄せください。いろんな情報や「ちょ

っと一言」情報交換も大歓迎！�

【広報クイズ当選者】�

　８月号の答えは３「ミカンの皮」でし

た。当選した皆さんおめでとうございま

す。�

　・さとう　かんな　ちゃん（門前小路）�

　・鈴　木　彩　花　さん （中　　平）�

お待ち
して�

おりま
す�

毎週木曜日、�
　消費税を�

 サービス�
　　いたします�

成 人 式

御予
約受付中!!

�

彼岸だんご、進物等取り揃えて�

　　　　 お待ちしております。�

のだ塩ソフト�
　　　　　　　　　　が当たる！�

のだ塩ソフト�
　　　　　　　　　　が当たる！�
のだ塩ソフト�
　　　　　　　　　　が当たる！�



　内閣総理大臣賞はじめ200数十点入賞・入選�

開催予定�
野田郵便局で�

年賀状展�
11月15日　　30日�
いつ�

●木� ●金�

桜庭昇プロフィル�
「のんちゃん」の産みの親、
「ぱあぷる」の名付け親。
グラフィックデザイナー、�
一級賞状揮毫士教授、似
顔絵作家、元日本デザイ
ナー学院、仙台日立カル
チャー教室各講師。�

野田村中新山33-48�
☎78－4096

土地家屋の無料相談�

　
8
月
31
日
、
久
慈
工

業
高
校
の
建
築
科
2
年
�

生
が
、調
理
実
習
で
野
田
の
郷
土
料

理
「
鶏
卵
（
け
い
ら
ん
）
」
を
作
る
と

い
う
こ
と
で
取
材
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
講
師
の
村
食

生
活
改
善
推
進
委
員
さ
ん
た
ち
か

ら
、丁
寧
に
分
か
り
や
す
く
調
理
の

仕
方
を
教
わ
り
な
が
ら
、和
気
あ
い

あ
い
と
し
な
が
ら
も
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。私
が
高
校
生（
久

慈
工
建
築
科
卒
で
す
）
の
こ
ろ
は
、

こ
う
い
っ
た
実
習
が
な
か
っ
た
の

で
、
な
ん
だ
か
楽
し
そ
う
で
し
た
。

最
近
は
こ
う
い
っ
た
授
業
は
必
修

に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。勉
強
だ
�

け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。　
　
（
大
沢
）�

８月受け付け分（敬称略)�

★お誕生おめでとう�

�小　田　琉　輝(広章・順子)　中新山�

�鈴　木　葵　子(智晴・恵 )　門前小路�

�中　野　杏　奈(和行・真奈美)　南　浜�

�米　田　優　星(博樹・恵 )　中　平�

■ごめい福を祈ります�

　小　野　タ　ヨ(97歳)  上泉沢�

　熊　本　義　光(83歳)  南　浜�

　掲載を遠慮される人は、届け出のと
きに戸籍係に話してください。届け出
の期間は、出生届が生まれた日を含め�
て14日以内、死亡届は７日以内です。�

　　男　　2,489人（－  1）�
�　女　　2,569人（＋  3）�

�　計　　5,058人（＋  2）�
�世帯数　1,662戸（－  1）�
村内の交通事故　人身事故　１件�
　　　　　　　　物損事故　５件�
●救急車出動件数　　　 16件�
�　　　　 （うち村外　 ６件）�
●飲酒運転検挙者数　　　０人�
（平成19年８月からの累計０人）�

りゅう　　　　き�

あん　　　　な�

あ　 お　 い�

ゆう　　　　せい�

戸籍　窓口�の�

　　　　通常の国民年金保険料の口座振替日は、翌月の末日（例：９月

分の保険料は10月31日に振替）ですが、届け出をして『早割』にすると

1カ月あたり50円の割引があります。（早割…当月末振替　例：９月分の

保険料を10月1日に振替。※末日が休日にあたる場合は翌営業日に振替）�

　すでに口座振替を利用している人でも『早割』への変更ができますの

で、希望する人は金融機関へ「口座振替納付（変更）申出書」の提出を

お願いします。�

　また、国民年金保険料は金融機関のほか、コンビニエンスストアでも

納めることができますのでご利用ください。�

【問い合わせ先】�

二戸社会保険事務所 ☎0195-23-4111、役場住民福祉課 ☎78-2928

これはお得！国民年金保険料の口座振替『早割』制度�

人のうごき〈８月末現在〉�人のうごき〈８月末現在〉�

年金です�

ひ
と
い
き
�

ほっと�
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　飲酒運転は絶対にやめましょう。道路交
通法が一部改正施行され、酒酔い運転の罰
則が５年以下の懲役または、100万円以下
の罰金となりました。�
　幸せな家庭と生活を守るためにも、飲酒
運転は絶対にやめましょう。�
【問い合わせ先】  久慈警察署野田駐在所�
　　　　　　　　☎78-2161

駐 在 所 だ よ り �

無料公証相談会のお知らせ�

無料法律相談所を開設�

　遺言や相続のほか、協議離婚など

に伴う養育費・慰謝料などについて

の無料公証相談会を開きます。�

【期間】10月１日（月）～５日（金）�

【時間】8：30～17：00�

【場所】宮古公証役場�

【問い合わせ先】宮古市横町2-3、

宮古公証役場☎0193-63-4431�
�

�

�

【日時】10月1日（月）10：00～15：00�

【会場】久慈市役所 特別会議室�

【相談内容】不動産・商業登記手続

きの代理、訴訟書類の作成など�

【問い合わせ先】岩手県司法書士会

☎019-622-3372飲酒運転は絶対にダメ！�

優勝した米田南浜の選手たち�

　10月1日の「法の日」を記念して、

無料相談を行います。�

【日時】10月1日（月）10：00～15：00�

【場所】久慈市文化会館�

【相談内容】土地の分筆・合筆、建

物の新築・増築・滅失登記など�

【問い合わせ先】岩手県土地家屋調

査士会二戸支部久慈地区事務局☎
52-3730

お盆恒例の部落対抗野球大会は８月�

14、15日の２日間開

かれ、米田南浜が２年

連続で優勝しました。�

　社員、従業員、アルバイトなど
１人でも雇っている会社は、すぐ
に労働保険に加入を！�
10月は、�
「労働保険適用促進月間」です�

｢社員の安心を守るのは、社長�
　の責任であり社会の義務です｣�
｢社員の安心を守るのは、社長�
　の責任であり社会の義務です｣�

米田南浜が２年連続Ｖ�米田南浜が２年連続Ｖ�

最優秀選手賞には、�
藤森裕幸選手が選�
ばれました�

大切な写真は銀写真プリントがオススメ�
デジカメから写真プリント受付中！！�
当店なら画面を見ながら簡単注文�

小 林 フ ォ ト�30枚以上プ
リントで�

カレンダー
プリント�

プレゼント
中！�

大切な写真は銀写真プリントがオススメ�大切な写真は銀写真プリントがオススメ�大切な写真は銀写真プリントがオススメ�

野田村野田20-25-1  ☎78－3214

最新の画像処理技術で１枚１枚明るさ、色調整�
変退色に強い抜群の保存性でキレイがずっと長持ち！�
超高画質フジカラープリントでスピード仕上げ�



鈴
木
大
智
く
ん
�

　
　
　
　（
中
平
・
８
歳
）�

鈴木彩花さん�
　　　  （中平・９歳）�

◯大
森
の
ア
イ
ド
ル
う
る
お
い
ち
ゃ
ん
�

と
踊
る
の
は
、
佐
藤
家
の
ア
イ
ド
�

ル
か
ん
な
ち
ゃ
ん
！
　
　
　
　
　
�

さとうかんなちゃん�
　  （門前小路・５歳）�

◯大
巨
大
メ
カ「
勇
車
」に
乗
っ
て
�

し
っ
ぽ
団
を
や
っ
つ
け
ろ
！
�

◯大いつもきらりんありが�
とう。黄色い洋服が似�
合ってます　　　　　�

植物油、大豆インクを使用しています�

　古紙配合率100％再生紙を使用しています�
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―
お
仕
事
は
�

　
久
慈
琥
珀
㈱
で
財
務
部
門
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
会
社
の
お

金
を
管
理
し
て
い
る
の
で
、
間

違
わ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て

い
ま
す
。�

―
最
近
の
出
来
事
�

　
会
社
で
ト
カ
ゲ
を
捕
ま
え
ま

し
た
！
事
務
所
で
育
て
て
い
ま

す
が
、
と
て
も
か
わ
い
い
で
す

よ
。今
で
は
、み
ん
な
の
人
気
者

で
す
。�

―
自
慢
で
き
る
こ
と
は
�

　
電
卓
が
メ
チ
ャ
メ
チ
ャ
早
い

で
す
よ（
笑
）。�

―
困
っ
て
い
る
こ
と
は
�

　
老
け
て
見
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
で
す
。こ
の
前
は
、32
歳
に
間

違
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。�

―
好
き
な
食
べ
物
は
�

　
ラ
ー
メ
ン
で
す
。�

―
ほ
し
い
も
の
は
�

　
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
板
が
古
く

な
っ
た
の
で
、
今
年
こ
そ
は
新

し
い
板
が
ほ
し
い
で
す
。�

―
理
想
の
女
性
の
タ
イ
プ
は
�

　
一
緒
に
ハ
チ
ャ
ハ
チ
ャ
し
て

く
れ
る
人
が
い
い
で
す
。ま
た
、

一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
事
に
好
奇

心
を
持
っ
て
く
れ
る
人
か
な
。�

―
村
に
つ
い
て
�

　
野
田
村
民
み
ん
な
が
、
野
田

を
好
き
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
。�

―
次
の
方
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
�

　
泉
沢
の
星
野
淳
也
さ
ん
を
紹

介
し
ま
す
。�

仕
事
は
キ
ッ
チ
リ
！
女
性
は
ハ
チ
ャ
ハ
チ
ャ
！
�
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ヤング登場�

お誕生日�
おめでとう�

 友華ちゃん（中新山）�
平成18年9月6日生まれ�
新山進吉・紀子さん　長女�
―お父さん・お母さんから―�
元気いっぱいに育ってね！�

とも　か�

はじめ
ての�

み�み�ん�ん�な�な�の�の�声�声�
イ�イ�ラ�ラ�ス�ス�ト�ト�コ�コ�ー�ー�ナ�ナ�ー�ー�

 由羅くん（南浜）�
平成18年9月25日生まれ�

土内徳剛・美由紀さん　二男�
―お母さんから―�

お兄ちゃんに負けずに、大きくなるんだよ!!

ゆう　ら�

今回は旭町の狩野宏明さん�
(22歳)を紹介します�
今回は旭町の狩野宏明さん�
(22歳)を紹介します�


